




























































































































































































































「 日 本 宙 紀 」 で は 「 硯 城
」 と
「 志 紀 」
の 二 通 り の 表記があるが 、 「 志 紀
」はわずかに皇極紀三年
六 月 の 記 事 に お け る 一 例 だ け
で あ る 。 「 志 紀 」 は 崇 峻 紀 即
位 前 紀 の 「 志 紀 郡 」 に
みる
よ う に 河 内 国 の 「 志 紀 」 と い う
3 3 hu` 
7 
日 本 書 紀
















「 戟 城 」 と い う 語 に 焦 点 を 合 わ せ 、 何 故 、 「 磯 城
島 の 」 が 「 や ま と 」 に 冠 す る の か 検 討 し て い き た い 。
考 察 段 階 の 第 一 歩 と し て 、 古 出記・日本否紀 ・ 肉 葉 集 ・






)皇 極 紀 三 年 六 月 に
み る 大 和 に お け る 「 志 紀 」 と い う 地 名 表記は、河内国 の「 志 紀 」 と い う 表記に牽引
さ れ た も の で
あ ろ う 。 r 蕊 菓 集 」
に お い て は 、 「 礎 城 」 が 二 例 （ 巻 九 · 一 七 八 七 、 巻 十 三 ・三三二六）、「之奇」が二例（巻十九•四二八0、巷二0• 四 四 六 六 ） 、
「式」が二例
（ 巻 十 三 ・ 三 二 四 八 、 三 二 四
九）、









記 紀 萬 葉 祝 詞 を 通 じ て 、









記の中で最も使 用 数 の 多
い「峨城」という表記につい
て、そ の 意 味 す
るところ
を究明することが、すな
わ ち 「 シ
キ
」 と い う 地 の 性 格 を 解 く 鎚 に な る と 考 え ら れ る 。 そ し て 、
この
「 就 城 」 と い う 表記は「日本苔紀 」 に 最 も 多 く 見 ら れ
る の で あ る か ら
、





「 日 本 書 紀 」 が
漢 字 の 意 味 の 正 用 性 を 重 視












た の だ ろ う か 。 ま と
め れ ば 次 の よ う に な る 。





土 地 、 場 所 」 と い う 「 一 定 の 区 画 地 」 を 示
す
。




は 、上代語辞念国 簑 代 別 国 語 大 辞 典 、 工 芸 志 科 、
2 の 説 は 、 『 日 僻同祖論 』







3 の 説 は 、 時 代 別 国 語 大 辞 典 、 日本固語
往6)
大辞典 、 4 の
説 は 、 「 地 名 の 語源 」 に お い て 採 ら れ て い る 。
今 は 、 「碍城」が所有して い ろ 意 味 を 考 察 し た 具 体 的 な
説の





城」の意味すると こ ろ を 考 察 す る た め に 、 「 峨城」
とい
う言葉 を 成 立 さ せ て い ろ 「磯」と「城」には、一体 ど
のよ う な 意 味 が あ っ た の か を 、 そ れ ぞ れ に つ い て 検 討 し てみ た い 。
まず、「礎」を検討してみよう
。人名・陵名 宮 名 ， 池
名






”麟疇麟酋息伽贔菌 i他： ： ． ． ， • : ： b . ． ： , 
盃忠喜誓:農霧需塁磯．盈誓戚策胄瞑塁塁塁皇塁塁塁篇塁益
邑長上 臣陵牛海城綴磯子城磯女城八邑川 之嶋嶋彦津城
・尾秀 磯 人神律津 縣城・源十・濱 世天
・ 命彦 ・
大市真 泊 紐路貝 主縣磯主果磯 ・皇磯 玉弟
穴 ・ 固 皇 大主城女師城 碍
・ 城 手硯
磯市 女・目太縣· •厳 城磯嶋 看
城
部峨 ·・之真主礫磯橿 嶋城金 天
・
・池 啜 女稚葉城城之 御蝸刺 皇磯
神 津 ・彦江縣縣本 宇御宮
・ 城









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































天 智 紀 元 年 十 二 月 の 氾 事 に お い て は 、 西 北 は 古 述 旦 泄
( 11 新 坪 JI ) が 流 れ 、 東 南 は 貯 水 池 の 提 が あ る と い う こ とで 、 避 城 は 川 と 貯 水 池 の 水 に よ っ て 朋 ま れ た 地 な の で あ る 。
川 が 面 接 利 用 さ れ な い 場 合 に は 、 池 を 掘 り 、 堤 を 築 い て
川 か ら 引 い て き た 水 を 貯 え 城 と し た の で あ る こ と が 、 欽 明紀 二 十 三 年 七 月 、 皇 極 紀 三 年 十 一 月 、 天 智 紀 元 年 十 二 月 、天 武 紀 元 年 六 月 の 記 事 に よ っ て 窟 う こ と が で き る 。
ま た 、 城 は 、 m 事 的 中 枢 と し て の 領 土 、 そ し て 政 治 共 同
体 と し て の 意 味 を 所 有 し て い た 。
そ れ ら を 示 唆 す る 記 事 を 「 日 本 OIt lcl 紀
」
か ら 引 用 す る 。
神 功 登 后 摂 政 五 十 年 五 月
囮 扇 多 沙 城 — ‘ 霞
五醤
路 靡 。 ―
応 神 紀 十 六 年 是 歳










廿 羅 城 ・函 林 城 足 也 。
允 恭 紀 四 十 二 年 十 一 月
愛 新 羅 人 、 恒 愛 二 京 城 傍 耳 成 山 ・ 畝 傍 111 ＿ ゜
斉 明 紀 四 年 五 月
今 城 谷 上 、 起 ＞ 咳 而 収 。
同 十 竺 年 足 歳
百 涜 菜
- I - Ii
城
印ハ ニ 平 坦 。 新 羅 因 ＞ 此 人 二 届 淡 城 ー 。
＾ 「 新 羅 之 牛 頭 方 ・ 尼 淵 方 也 。 穏芦
型 極 紀 四 年 六 月
中 大 兄 郎 入 ＿ 一 法 判 寺 ． ‘
為 レ 城 而 備 。
百 胸 聖 明 王
獲 二 淡 城
之
地 ー 。
同 十 二 年 是 歳 同 四 年 十 一 月
百 旅 郡 令
城
主 、 宜 : 附 ー 一 日 本 府 一 。
雄 略 紀 八 年 一 一 月
。 或 本 云 都
久 斯 岐 城
邸 廊 王 即 痰 ー 一 軍 兵 ＼ 屯 二 袋 筑 足 流 域 一
欽 明 紀 二 年 四 月































































































































































































































































































































































































































































14 13 12 11 10 
， 8 7 6 5 4 3
巻 一 の 五 一 ・ 登 一 の 二 三 0 ． 巻 二 の 二 六 七 ・ 務 四 の 五 一 ＝ ―・ 巻 八 の 一 四 一 八 、 一 四 六 六 の 吹 の 洞 む き に 見 え る 志 沢 皇子 の 「 志 政 」 を 合 わ せ れ ば 13 例 。r 増 訂 工 芸 志 科 」 （ 平 凡 社 附 和 四 十 九 年 ） 62 頁「 日 節 同 祖 論 」 （ 成 甲 杏 房 附 和 五 十 三 年 ） 141 ． 頁ま だ 他 に も 説 が あ る か も し れ な い が 、 笞 兄 に 柏 れ ろ 限 り のも の で 分 烈 し た 。 「 し き し ま 」 に つ い て 狛 菜 仏 全 柱 楳 は「 シ キ シ マ は 、 泊 瀬 深 谷 に 入 ら む と す る 一 術 の 地 で 、 泊 瀬
川 に 臨 み 、 川 を 隔 て て 三 綸 山 に 射 し て い る 。 シ キ の 地 で 水に 面 し て ゐ る か ら 呼 ん で シ キ シ マ と い ふ 。 」 と 盆 及 し 、 泌 菜集 評 籾 も 同 様 の こ と を 述 ぺ て お り 、 両 者 と も 戟 城 の 地 の 形状 に 触 れ て い る こ と は 注 目 さ れ る 。 し か し 、 穀 城 の 忍 味 につ い て 、 あ ろ い は 磯 城 と 品 と の 関 係 に つ い て 、 さ ら に 「 しき し ま の 」 が 何 故
「
や ま と 」 に 係 る の か に つ い て は 全 く 言
及 し て い な い 。日 本 古 典 文 学 大 系 「 日 本 む 紀 上 」 466 頁 頭 注同 「 日 本 む 紀 下 」 補 注 21 1 九 559 頁誓
174 頁 碩 注
麿習靡『 日 本 翡和 上 」 誓 頭 注同右魏 の 張 揖傑 、 十 巻 。巾 旧 現 存 最 古 の 字 tぼ 後 淡 の 許 恨 の 若 ゜
25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 




日 本古 典 文 学 大 系 「 日 本 む 紀 上 」 袖 注 6 1 四 、 「 日 本 tぃ 紀下 」 補 注 25 1 1 一 八 し r 新 店 也 」 を 叩 者 は ま だ 見 て い な い が 、む 紀 に お け る 梢 城 や 栖 に つ い て の 記 巾 か ら 、 「 新 料 古 」 の記rn
におおよそ首肖できると考える。
金澤 庄 三 郎 氏 も 「 国 語 の 研 究 」 に お い て 、 シ マ も シ キ と 大大 同 小 意 の 語 で あ る こ と を 述 ぺ て お ら れ る よ う で あ る 。贔 語 の 研 究 」 は 市 者 の 管 見 に 泣 れ て い な い が 、
r 瓜 菜 秘
新 湖 」 に よ っ て 、 そ の 論 旨 を 理 解 で き る 。 金 沢 氏 は シ キ は都 城 の 義 と さ れ 、 シ に は 住 む 意 が あ り 、 キ に は 城 の 窓 が ある と さ れ る 。日 本 古 典 文 学 大 系 「 日 本 む 紀 下 」 29 頁 頭 注岡 山 大 学 文 学 部 学 術 紀 要 第 二 号 （ 文 学 囮 ）
赤 羽 学 氏 r 枕
洞 「 つ の さ は ふ 」 の 背 棗 」r 泌 狡 集 全 註 釈」 や 渡 瀬 図 忠 氏 「 島 の 炎上了 人 麻 呂 文 学 の基 点 ー 」 （ 文 学 一 九 七 一 ・ 九 ） は 飛 8 川 沿 い の 依 斜 地 に 段々 池 が 辿 成 さ れ た と 見 て お ら れ る 。 段 々 池 で あ っ て も 、 そ
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